
天井 補強バー取扱説明書

ユニットバス天井パネルの補強

浴室専用ベスポジ「コメット」 要 保 存

   製品の施工は必ず、販売店、施工業者の方で行ってください、

　この取扱説明書はご使用になられるお客様へお渡しください。
　販売店様へ

ユニットバスの種類によっては天井構造が弱いものがあり
そのままで取り付けを行うと天井が外れたり、破損する
恐れがあります。

弱いユニットバス天井には補強バーを使用してください

天井パネルの点検口をあけて、建物本来の天井とユニット
バスの天井パネルとの間に補強バーを図の手順で取付けて
ください、ユニットパネルのタワミを防ぎます

強度のあるユニットバスでも長期間取り外さない場合は
補強バーの設置をお勧めいたします。

天井が傾斜している場合はそのままで
取り付けはできません

点検口を開けコメットの取り付け位置の真上の空間

高さを測ってください

空間高さにあわせパイプをカットしてください

補強バーを設置しパイプを回転させアジャスター

を上げ天井高まで伸ばしてください

パイプカット寸法＝(空間高－2.5cm)
  

パイプの長さが足りない
場合は市販の塩ビパイプ
を購入してご使用ください

①ベースを外す

②任意の高さに
　パイプをカットする

③ベースを差込む

アジャスター

点検口

UB天井パネル

補強バーの位置が
コメットの真上に
なるように設置し
てください

下部ベースを押さえパイプ
を回転させると高さの調整
ができます

空
間
高

塩ビパイプ････････PVC（直径３２mm）
ベース上下････････ABS樹脂
ネジキャップ･･････ABS樹脂
滑り止ゴム････････CR（クロロプレンゴム）
各種ネジ･･････････鉄（メッキ）

コメットの取り付けは「コメット施工説明書」
に従って取り付けを行ってください

　DIPPERホクメイ株式会社　〒544‐0001大阪市生野区新今里2-4-1　TEL06-6754-0625（代表）

パイプの長さが足りない場合は

市販の塩ビパイプ（直径32mm）

を購入し本製品のネジキャップ

を差込んでご使用ください。

※ネジキャップが緩くなっている場合

　は接着剤等で固定してください

回しすぎ注意
  必要以上に回転させると

ユニットバス天井を傷め
たり補強バーを破損させ
る原因となります


